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本誌の投込みをもって解禁

試験に関すること

国土交通省 北陸地方整備局
北陸技術事務所 副所長 浦澤 克己
TEL：025-231-1281 （代表）

【日 時】 令和２年９月１７日（木） １４：００～１４：３０
【場 所】 黒部川右岸堤防（富山県下新川郡入善町浦山新地先）
【試験内容】 ICT建機（MCバックホウ）を用いた、石張護岸での除草作業

・富山県政記者クラブ

・その他・専門誌（富山県内）

国土交通省 北陸地方整備局

黒部河川事務所
北陸技術事務所

※悪天候時には作業を延期します。（予備日 ９月１８日（金））

※現地取材の際には、作業場所に直接お越し下さい。

黒部川の堤防除草に関すること

国土交通省 北陸地方整備局
黒部河川事務所 副所長 佐々木 利幸
TEL：0765-52-1122 （代表）

お問い合わせ先

ICTを活用した石張護岸における

除草技術の適用性試験の実施

試験場所 新川黒部橋 右岸下流

車両駐車場所は、黒部川の河川敷になります。※詳細は裏面参照
当日の１３時３０分～１４時までは、堤防道路上に誘導員を配置しご案内します。

【背景】
◆黒部川では、堤防の異常の早期発見のために除草を行っておりますが、

①洪水時の侵食を防ぐため設置した石張護岸が除草作業を阻害すること
②堤防の法勾配が急で従来の自走式の除草機械が使いにくいこと
から機械化が進まず、人力（肩掛け式）により除草を行ってきました。

◆人力による除草作業は、夏季の炎天下での厳しい作業であり、作業効率も
低いことから、労働環境改善、コスト縮減のため、現場からは石張護岸の
ある堤防でも使用可能な除草機械が求められています。

【目的】
◆このため、ICT（情報通信技術）を活用した建機（マシンコントロール・

バックホウ）を用いて堤防除草への適用性の確認試験を公開で実施します。



■黒部川 堤防の特徴

黒部川の堤防に多い石張護岸は、石による
凹凸があることから、北陸地方整備局の堤
防除草で主に使用されている、ラジコン型
の自走式除草機械では走行が困難なため使
用できず、人力（肩掛け式）により除草を
行っています。

マシンコントロール機能を用い
アームの作業角度を固定

■試験内容

草刈アタッチメントを装着した、ICT建機

（MCバックホウ）を堤防上に設置し作業

を行います。

バックホウのアームを、一定の角度を保持

して操作するには、熟練した技術が必要と

なるため、経験の浅いオペレータでは効率

が落ちます。

今回の試験では、作業効率向上が期待でき

る技術として、ICT建機（MCバックホウ）

に搭載されている、アームの角度を保持す

る機能を用いて除草作業を行います。

試験場所詳細

車両駐車場所

石張護岸の状況

試験イメージ

ラジコン型自走式除草機械


